
月議会では    

 

 

 

 

                  

 皆様方には日頃から温かいご支援を賜り、心から感謝申し上げます。  

新型コロナウィルスがなかなか収束が見通せない中、追い打ちをかけるような物価高  

でますます生活への影響が深刻化しています。  

こうした物価高による市民生活への影響を少しで  

も軽減するため、所得の低い層への国の給付金制度  

を活用するほか、市独自の制度として、大多数が年  

金生活者である６５歳以上の高齢者と次代を担う  

１８歳までの子どもへ、１人１万円の給付が決定さ  

れました。  

これからも皆様の声を市政にお届けするため、全  

力で働いて参ります。  

１２月定例会では代表質問に登壇しました。今任期の総仕上げと位置づけ、４期目

スタート時に掲げた重点政策について質問しました。  

今期も皆様の後押しをいただき、多くの実績をあげさせていただきました。心から

感謝申し上げます。  

残りの任期も公明党がいる安心を実現するため、全力で働いて参ります。  

 

これまでの本会議での質問動画→  甲府市議会インターネット中継  

（https://kofu-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=speaker_result&speaker_id=58）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ホームページもご覧ください 

http://www.komei.or.jp/km/kofu-hyodo-kenji/ 
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１２月定例会代表質問から 

  

１ 樋口市政の今期の総括と次の４年間に向けた決意について 

  この４年間、わが党の提言を受けて、 

 ・子ども屋内運動あそび場「おしろらんど」の開設  

 ・子ども未来応援条例の制定  

 ・高校３年生相当までの医療費の窓口無償化拡大 など実現した  

 

 市長からは、我々との善政競争の賜物と明言していただいた。  

 次の４年間は、これまでの子ども最優先の想いのもと、子どもの夢やこうふ愛

を育むことができるまちづくりなど、未来を担う子どもたちをはじめ、甲府を愛

するすべての市民の皆様の現在(いま)に責任を持ち、希望ある未来を約束できる

まちづくりを進めていく、との決意が表明されました。  

 

 

 

 

 

https://kofu-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=speaker_result&speaker_id=58
https://kofu-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=speaker_result&speaker_id=58


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 甲府の魅力を自在に語ることのできる人材の育成について  

 

  Q 甲府がこれからも選ばれるまちであるためには、自分のふるさとを語るこ

とのできる人材が重要であり、その育成について問う。  

  Ａ 「私の地域・歴史探訪」や、「甲府ラーニング・スピーチ」などにより、

住んでいるまちの魅力を再認識し、誇りを持ち、その魅力を語り次いでいく

ことができるよう「シビック・プライド」の醸成に努めている。 

    甲府の魅力を語ることが出来る方を増やすことは、観光や移住定住など

の面においても有益な効果が期待できることから、今後も、ボランティアガ

イドなどを有する関係部署とも連携する中で、市の魅力を学ぶ機会を一段

と創出し、より多くの方が甲府の魅力を語れる人材へと発展していけるよ

う、積極的に取り組んでいく  

 

３ 暮らしの安全・安心の確保について  

 

①   自助・共助を核とする防災・減災の一層の推進について  

 避難所生活の QOL の確保、特に冬場の防寒対策について  

Ａ 段ボールベッドを利用できるよう防災拠点施設に備蓄している。  

防寒対策としては、毛布やアルミ製のブランケット、間仕切り段ボー

ルを配備するとともに、民間企業から、畳やストーブなどの資機材等を

優先的に調達できるよう災害協定を締結し、避難所生活に支障がない

よう取り組んでいる。 

②   倒壊の恐れのある非構造部材の危険の除去について  

Ａ 平成２９年度までに、非構造部材の耐震化が完了している。 

③   消費者被害対策の推進について  

    A 相談員が国民生活センターの研修等へ参加し、最新事例の習得や相談

対応のスキルアップを図る中で相談に応じており、令和３年度には２

６２件、約４千万円の被害回復及び未然防止につながった。  

 

４ 殺処分ゼロに向けた仕組みづくりについて  

    A  予め譲り受けを希望される方を事前登録することとした「甲府市犬

及び猫の譲渡事業実施要綱」を制定し、希適正譲渡と利用拡充に向けた

環境整備に努めている。 

この事業を拡充していくためには、譲り受け希望者に、安心して譲

渡動物を受け入れていただくための譲渡する猫の健康チェックやワク

チン接種、譲渡動物との相性を確認できるスペースの確保などが課題

であるので、引き続き検討していく。  

 

 ～お知らせ～ 

    来年４月の市議会議員選挙 党から公認をいただきました 

      皆様の声をカタチに 全力で働いて参ります！ 

 


